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東京都日野療護園 

 

Ⅰ 平成２０年度の運営方針 

  利用者等に対する説明と同意に基づくサービス提供を徹底する。また、利用者

の希望を踏まえ、関係機関等と連携して、地域生活への移行を支援する。 

 １ 利用者本位のサービスの徹底 

（１）利用者の個性や主体性を尊重したサービスの提供とその充実・向上 

（２）サービス内容の検証・改善の取組の推進 

 ２ 地域との連携の強化 

（１）短期入所など地域生活を支えるサービスの充実 

 （２）ボランティア、ＣＩＬ（自立生活センター）等の地域の多様な主体との連

携の推進 

（３）施設機能を活用した地域への協力 

  ３ サービスを支える運営体制の強化 

 （１）リスクマネジメントの徹底 

 （２）ＩＴ化の推進による施設運営効率化 

（３）個人情報保護の徹底 

 （４）高い資質を備えた職員の育成 

（５）給排水管改修工事等の大規模改修工事の円滑な実施 

 

Ⅱ 重点取組事項 

 １ 利用者サービスの向上 

 （１）個別支援計画のＩＴ化 

 （２）地域生活移行支援 

（３）高齢化、障害の重度化に対応した専門的支援の充実 

 ２ 運営体制の強化 

（１）リスクマネジメントの徹底 

（２）ＩＴ化推進による運営の効率化と個人情報保護 

 ３ 大規模改修工事の円滑な実施 

 

  ○ 地域生活移行 

自活訓練事業等実施者数 １人 

地域生活移行者数 １人 

 

Ⅲ 実施計画 

 １ サービス内容の検証・改善 



- 2 - 

 

（１）福祉サービス第三者評価の活用 

２０年度は、下記の指摘事項について、サービス改善に取り組む。 

改 善 事 項 実施時期 

食堂を快適に過ごせる空間に 通 年 

入居者への更なる安全対策を 通 年 

介助員室の現状の見直しと充実 通 年 

 

（２）利用者満足度調査 

毎年実施している給食アンケート調査に加え、新たに入浴について調査 

を行い、利用者の意見を聞きサービスの状況を検証する。 

実施内容 実施時期 

給食アンケート調査 １月 

入浴の満足度調査 ７～８月 

  ＜参考＞１９年度実施テーマ 

①「短期入所事業利用後のご家族アンケート」 

②「日中活動アンケート」 

 

（３）苦情解決制度の充実 

苦情解決委員会での苦情受付システムの見直しを行い、苦情をサービス 

向上と職員のスキルアップに生かしていく取り組みを検討する。 

第三者委員 相談実施回数 

３人（弁護士、自立センター事務局長、地域代表） 年６回 

 

 ２ 地域との連携 

（１）地域サービスの充実 

昨年度実施した短期入所利用者調査の結果を踏まえ、要望のあった項目の 

改善に努め、利用率９８％の達成を目指す。 

サービス内容 対象者 利用者数 

短期入所サービス 都内全域 延べ７１４人 

入浴サービス 日野・国立・多摩・八王子 延べ３１９人 

 

（２）多様な主体との連携 

ボランティアの量的な不足を補う取り組みとともに、ボランティアスタッ 

フをはじめ、様々な活動を支えているボランティアの定着を図り、安定した 

活動ができるよう環境を整える。また、ＣＩＬとの連携により入居者の地域 

生活移行を着実に進める。 
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 ＜参考：１９年度実績＞ 

ボランティア 
領 域 ４領域 

内 容 
日中活動・行事・個人対

応（外出等）・生活一般 延人員 １，２１８人 

ＮＰＯ等 
領 域 ２領域 

内 容 外出支援・自活訓練 
延人員 ― 

 

（３）地域への協力 

施設機能を地域に還元するため、園で開催する催しのお知らせや広報誌  

「フォーシズン」を地域へ配付し、講習会やイベント等への参加を呼びかけ 

ていく。 

内  容 対象者等 

救急救命講習会 職員・利用者・地元自治会（１回） 

園と地域を繋ぐイベント ボランティア・地域住民（５回） 

 

３ 運営体制の強化 

（１）職員研修 

新任研修のほか、今年度から２・３年目職員を対象に、職員の職務習熟度 

に応じた現任研修を新たに実施し、全体的なスキルアップを図る。 

研修内容 対象者 実施時期 

新任職員研修 新・転任職員全員 ４～６月 

現任職員研修 ２～３年目職員 ６～８月 

事例研究発表会 全職員 １１月 

事例研究発表会（全身協） 選抜職員 ７月 

園内研修（高次脳機能障害） 全職員 ５～６月 

施設見学（民間施設） 

＊2 年目職員全員を対象に実施 
２年目職員 

１０月以降

に分割実施 

民間施設への派遣研修 

＊民間療護施設の現場研修を実施 

福祉サービス１・２係、

各 1 名 
９～１１月 

 

（２）実習生の受け入れ等 

大学・短期大学・専門学校等、福祉人材養成機関等からの実習依頼に日程 

の許す範囲で受入れ、福祉人材養成に積極的に取り組む。 

事  項 延人数 実施時期 

実習生の受入 ２２人 通 年 

教職課程履修者の介護体験受入 ７０人程度 通 年 

  ※延人数については、20 年度予定 
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（３）リスクマネジメント 

防災訓練、救急救命講習会を実施するほか、リスクマネジメント委員会で 

アクシデントリポート・ヒヤリハットレポートの検証を行い、その再発防止 

に取り組む。 

事  項 実施回数等 内容・協力機関等 

防災訓練 年６回 

避難訓練４回、防災機器操作等訓練 2

回を実施。９月の総合防災訓練には

日野消防署協力のもと、地元自治会

も参加。 

救急救命講習会 年１回 地元自治会にも参加を呼びかける救

急・救命に関する講習会（日野消防

署の指導） 

リスクマネジメン

ト委員会 
年６回 

アクシデント・ヒヤリハットレポー

トの検証と再発防止他 

 

（４）ＩＴ化の推進 

障害者自立支援給付システムの利用者台帳管理システムを基幹として、個 

別支援計画等のＩＴ化を進め、施設運営の効率化を図る。 

 

（５）個人情報保護の徹底 

事業団が策定した個人情報保護規定及び情報セキュリティ対策基準を基に、 

個人情報保護に関する意識啓発、事故防止に努める。 

 

 ４ 大規模改修工事の円滑な実施 

   大規模改修工事（給排水管改修、各居室内壁改修及び太陽熱利用設備改修） 

に際しては、利用者の一時的な居室変更を伴うため、その影響を最小限とする 

よう努め、利用者の理解と協力を得ながら、円滑な工事施行が可能となるよう 

にしていく。 

 


